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サルスベリ（百日紅）
■夏の花木と言えば「サルスベリ」中国南
部原産の落葉小高木で、日本には江戸時
代に渡来したそうです。原産地がかなり
暖かい地域の植物であるためか、春の芽
だしは遅く、新しくのびた枝の先端に円
錐形の花序をつけます。
■花は７月のはじめから咲き始め、９月
頃まで楽しむことができます。真夏の日
射しの中、力強く咲くサルスベリ。花の
色は桃色花種や白花種が一般的で、美し
い木の肌と華麗な花が素晴らしい花木と
して好む人も多いそうです。■サルスベ
リの名は、木の肌がすべすべしていて、
木登りのうまいサルでさえも滑ってしま
うことが語源と言われています。
■竜王庁舎前の北部公園内にも植えてあ
ります。

表紙の写真は、ドラゴンパークに出現し
たドラゴン（龍）。もうご覧になりましたか。
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「
保
育
園
で
落
ち
つ
き
が
な
く
て
困

る
」「
子
ど
も
の
し
つ
け
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
」。
そ
う
い
っ
た
子
ど
も
の
養
育

に
関
す
る
様
々
な
家
庭
問
題
・
問
題
行

動
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
家

庭
相
談
室
。
現
在
、
２
名
の
児
童
福
祉

に
長
く
携
わ
っ
た
家
庭
相
談
員
が
対
応

し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
相
談
者
の
話
を
よ
く
聞
い
た

う
え
で
、
必
要
に
応
じ
て
家
庭
訪
問
を

し
た
り
、
そ
の
家
庭
の
状
況
に
応
じ
た

指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
と
に
か
く

早
め
に
相
談
を
し
て
ほ
し
い
」
取
り
扱

う
事
例
の
な
か
で
、
最
初
は
些
細
な
問

題
で
も
最
後
に
行
き
詰
ま
っ
て
助
け
を

求
め
て
く
る
ケ
ー
ス
が
多
い
そ
う
で

す
。相

談
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
月
１
回
（
第
１
水
曜
日
）
は
敷
島

庁
舎
の
専
用
相
談
室
で
、
定
例
の
相
談

会
（
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
）

も
行
っ
て
い
ま
す
。
偶
数
月
に
は
、
中

央
児
童
相
談
所
の
児
童
福
祉
司
と
児
童

心
理
司
に
よ
る
巡
回
相
談
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
子
ど
も
の
し
つ
け
・
虐
待
等

に
関
わ
る
相
談
な
ど
も
、
幅
広
く
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
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相談日時
月～金曜日（祝日除く）
午前９時～午後４時
方法 電話・面談
対象 生まれてから18歳まで

の子どもと保護者
■問い合わせは…
子育て支援課家庭児童相談室

（敷島庁舎１階）
055（277）3115

昨
年
の
秋
以
降
、
教
育
問
題
と
し

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
、
子
ど

も
の
い
じ
め
の
実
態
や
い
じ
め
に
よ

る
自
殺
。

心
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
子
ど
も

の
様
子
を
心
配
し
て
い
る
保
護
者
の

み
な
さ
ん
や
、
実
際
に
悩
み
を
抱
い

て
い
る
子
ど
も
自
身
が
心
を
開
く
相

談
窓
口
と
し
て
今
年
１
月
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

相
談
を
受
け
て
い
る
の
は
、
い
ず

れ
も
元
教
員
と
し
て
青
少
年
問
題
に

豊
か
な
経
験
を
持
つ
青
少
年
育
成
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
４
名
で
す
。

心
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
着
信
が
入

る
と
、
専
用
の
相
談
室
で
話
を
伺
い

ま
す
。
静
か
な
環
境
の
な
か
、
相
談

者
の
話
を
聞
い
て
い
る
の
は
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
だ
け
。
名
前
は
言
わ
な
く
て

も
相
談
で
き
ま
す
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、「
夏
休
み
で
も

あ
り
、
子
ど
も
本
人
に
も
気
軽
に
か
け

て
き
て
ほ
し
い
。
電
話
を
通
し
て
一
緒

に
考
え
よ
う
。」
と
呼
び
か
け
ま
す
。

話
を
伺
う
な
か
で
、
状
況
に
よ
っ
て
は

実
際
に
相
談
室
に
来
て
い
た
だ
い
て
の

相
談
も
で
き
ま
す
し
、
専
門
機
関
を
紹

介
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

学
校
に
は
相
談
し
づ
ら
い
子
ど
も

心のホットライン 0551（28）6381

相談日時 月～金曜日（祝日除く）
午前９時～午後５時

方法 電話・面談
対象 悩みのある児童・生徒および保護

者やその関係者
■問い合わせは…
教育委員会　　　　 0551（20）3657
竜王北部公民館　　 055（276）7511
敷島公民館　　　　 055（277）1400
双葉公民館　　　　 0551（20）3666

※心のホットラインは、双葉公民館に設置されています。なお、各相談は無料で、秘密は固く守ります。

に
か
か
わ
る

心
配
ご
と
、

ま
た
家
族
に

は
言
え
な
い

悩
み
が
あ
る

人
は
、
心
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
に
気
軽
に

ダ
イ
ヤ
ル
し

て
み
ま
せ
ん

か
。ま

た
、
各
公
民
館
で
も
電
話
・
面
談

に
よ
る
教
育
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。



市では、「家庭児童相談室」「心のホットライン」以外にも、子育ての相談窓口を設置しています。
「これはどこに相談したらいいんだろう」「こんな話でもきいてくれるのかな」そう思ったら、ためら

わずにご相談ください。もちろん電話でも受け付けますが、例えば、市役所に住民票を取りに来た時にで
も各相談窓口にお気軽に声をおかけください。
また、県や国で設置している家庭教育の悩みや不安を相談できる窓口もご紹介します。いずれの相談も

無料です。詳しくは、お問い合せください。

◇◆◇◆◇◆◇◆ 市で設置している子どもに関わる相談窓口 ◆◇◆◇◆◇◆◇

◆◇◆◇◆◇◆ 県や国で設置している子どもに関わる相談窓口 ◆◇◆◇◆◇◆
学校教育・いじめ・不登校などは…

子育て・家庭教育全般は…

養育上の悩みや非行・虐待など児童の福祉は…

子どもの非行など問題行動は…

人権擁護は…

巡回就学相談が来ます
発達の遅れやその心配のあるお子さんの就学に関する相談会を実施します。相談に当たるのは、小中学校や特

別支援学校の経験豊かな先生たちです。お気軽にご利用ください。
主催 山梨県教育委員会 相談日 ９月14日（金） 場所 双葉公民館
申込期日 ７月20日（金) 申込先 学校教育課　　　※詳細は、お問い合わせください。
■問い合わせは…教育委員会学校教育課　 0551（20）3657
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子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

を
支
援
す
る
た
め
の
取
り
組

み
は
、
も
ち
ろ
ん
相
談
窓
口

の
設
置
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
相
談
」
を
と
っ
か
か
り

と
し
て
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て

は
相
談
者
の
了
解
を
得
た
う

え
で
、
学
校
や
関
係
機
関
な

ど
に
直
接
働
き
か
け
な
が
ら

解
決
へ
の
道
を
探
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
秘
密
の
保
持

と
個
人
情
報
の
保
護
に
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
多
様
化
・
深
刻
化
す
る
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
、
関
係
機
関
が

連
携
し
、
問
題
意
識
の
共
有
、
共
通
理
解
に

基
づ
く
同
じ
方
向
性
を
持
っ
た
指
導
・
支
援

を
行
う
た
め
の
「
市
要
保
護
支
援
者
（
児
）

対
策
協
議
会
」
や
、
教
育
委
員
会
で
も
、
警

察
関
係
者
等
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る

「
市
立
小
中
学
校
生
徒
指
導
担
当
者
会
」
な
ど

を
組
織
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
地
区
の
青
少
年
育
成
推
進

員
や
保
護
司
な
ど
様
々
な
機
関
お
よ
び
団
体

で
組
織
さ
れ
る
「
青
少
年
育
成
甲
斐
市
民
会

議
」
に
よ
る
非
行
化
防
止
の
た
め
の
愛
の
パ

ト
ロ
ー
ル
。
愛
育
連
合
会
に
よ
る
「
声
か

け
・
見
守
り
」
を
通
じ
た
子
育
て
支
援
な
ど
、

地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
積
極
的
な
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
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○
喫
煙
・
飲
酒

子
ど
も
た
ち
が
簡
単
に
酒
類
や
タ
バ
コ
を
入
手
で
き
、
飲
酒
や

喫
煙
に
対
す
る
罪
悪
感
が
、
子
ど
も
は
も
と
よ
り
親
ま
で
薄
れ
て

き
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
「
飲
ま
せ
な
い
」

「
吸
わ
せ
な
い
」「
買
わ
せ
な
い
」
態
度
を
示
し
、
家
庭
・
地
域
で

子
ど
も
た
ち
へ
の
目
配
り
と
気
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
薬
物
・
シ
ン
ナ
ー

「
痩
せ
る
か
ら
」「
違
法
じ
ゃ
な
い
か
ら
１
回
く
ら
い
大
丈
夫
」

と
い
う
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
、
薬
物
を
使
用
し
て
し
ま
う
子
ど
も
が

い
ま
す
。今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
手
に
入
っ
て
し
ま
う
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
身
近
に
薬
物
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
他
人
事
だ

と
思
わ
ず
身
近
な
問
題
と
し
て
家
庭
や
地
域
で
話
し
合
う
機
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
有
害
サ
イ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
は
危
険
な
落
と
し
穴
が
た
く
さ
ん
。

携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
場
合
に
は
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
よ
く
話

し
合
っ
て
下
さ
い
。
有
害
サ
イ
ト
へ
の
接
続
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
（
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
や
携
帯

電
話
会
社
の
ア
ク
セ
ス
制
限
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
交
流
の
場
。
し
か
し
、
そ
こ
で
酒
や

タ
バ
コ
に
手
を
出
し
た
り
、
夜
間
に
恐
喝
や
暴
行
な
ど
の
被
害
に

遭
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い
場
所
に
も

危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

市
内
在
住
の
保
護
司
お
よ
び
更
生
保

護
女
性
会
の
メ
ン
バ
ー
と
市
に
よ
る
実

施
委
員
会
を
組
織
し
て
行
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

重
点
目
標

犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更

正
の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理

解
と
参
加
を
求
め
る
。

統
一
標
語

「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り
」

市
内
で
は
、
竜
王
北
中
学
校
に
お
い

て
、
保
護
司
に
よ
る
一
日
先
生
を
実
施

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

写真：昨年の玉幡中学校一日先生の様子

社
　
会
　
を

明
る
く
す
る
運
動

み
ん
な
で
育
て
よ
う
　
地
域
の
子
ど
も
た
ち

＝
伸
び
よ
う
　
伸
ば
そ
う
　
青
少
年
＝

市
民
全
員
で
有
害
環
境
の
浄
化
に
ご
協
力
を

相談から始まるサポート
そして地域の見守り
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◆
投
票
で
き
る
人

本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
。
名
簿
に
は
、
満
20
歳
以
上
の

日
本
国
民
で
、
本
市
に
３
か
月
以
上
続

け
て
住
所
の
あ
る
人
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
詳
し
い
要
件
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
住
所
要
件
】

登
録
基
準
日
の
平
成
19
年
７
月
４
日

現
在
で
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
本
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、
平
成
19

年
４
月
３
日
以
前
に
転
入
な
ど
の
届
け

出
が
し
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
年
齢
要
件
】

投
票
日
ま
で
に
満
20
歳
以
上
に
な
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
昭
和
62

年
７
月
23
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

◆
投
票
所
整
理
券

投
票
所
整
理
券
は
、
は
が
き
で
１
人

に
１
枚
ず
つ
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
投

票
の
際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紛
失
し
た
人
、
届
い
て
い
な

い
人
で
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
本
人
確
認
の

た
め
免
許
証
等
の
提
示
や
生
年
月
日
等

を
尋
ね
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所

市
内
に
投
票
所
は
21
か
所
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
投
票
所
と
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
投
票
所
整
理
券
に
書
い
て
あ

る
投
票
所
名
と
次
ペ
ー
ジ
の
地
図
を
よ

く
確
か
め
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
第
14
・
15
・
16
投
票
所
は
、

投
票
時
間
が
午
後
７
時
ま
で
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
点
字
投
票
・
代
理
投
票

投
票
所
に
は
点
字
投
票
用
紙
と
点
字

器
具
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
目
が
不
自

由
で
点
字
の
で
き
る
人
に
は
、
遠
慮
な

く
申
し
出
る
よ
う
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
体
が
不
自
由
な
人
や
目
が
不

自
由
な
人
な
ど
自
分
で
投
票
用
紙
に
候

補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
の
た
め
に
、
代
理
投
票
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

投
票
日
に
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
等
何

ら
か
の
用
務
で
投
票
区
の
区
域
外
に
い

て
投
票
所
に
行
け
な
い
人
、
あ
る
い
は

仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
が
あ
る

人
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間

７
月
６
日
（
金
）
か
ら

７
月
21
日
（
土
）
ま
で

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所

甲
斐
市
役
所
竜
王
庁
舎
３
階

庁
議
室

敷
島
総
合
文
化
会
館
２
階

多
目
的
室

甲
斐
市
役
所
双
葉
庁
舎
１
階

ロ
ビ
ー

※
期
日
前
投
票
は
、
３
施
設
ど
こ
で
も

投
票
で
き
ま
す
。

す
で
に
投
票
所
整
理
券
（
は
が
き
）
が

届
い
て
い
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
、
そ
の
施
設

が
不
在
者
投
票
施
設
に
認
定
さ
れ
て
い

れ
ば
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
選
挙
公
報

今
回
の
選
挙
で
は
、
選
挙
公
報
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
選
挙
期
日
の
２
日
前
ま

で
に
新
聞
折
り
込
み
で
配
布
さ
れ
ま
す

の
で
、
届
か
な
い
人
は
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
各
庁
舎
、
公
民
館
等

公
共
施
設
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
…

甲
斐
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
課
法
制
選
挙
担
当
内
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
１

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
７
月
22
日
（
日
）
が
投
票
日
で
す
。

あ
な
た
の
１
票
が
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
決
め
る
大
切
な
機
会
で
す
。

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
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本妙寺 

とん平 

和食吉野 

竜王寿し 

中央 
保育園 

オスカー 

竜王中学校 

至榎 

小田切自工 

青葉幼稚園 

山県神社 

県緑化センター 

いこいの広場 

国
道
20
号 

第1投票所 竜王中学校屋内運動場

上篠原区・古村区・新居区対象
地区

竜王北 
小学校 至慈照寺 

至竜王駅 

ホンダクリオ山梨 

バイパス食堂 

メゾン青柳 

亀屋商店 

金丸時計店 
杉山洋品店 

県道竜王芦安線 

市立西保育園 

至
信
玄
橋 

至
甲
府 

国道20号 

（竜王バイパス） 

至
甲
府 

セブンイレブン 三菱SS 
有泉輪業 

第2投票所 竜王西保育園
竜王1区・竜王2区
竜王3区・竜王4区

対象
地区

警察官宿舎 

中　央　道 

三枝病院 

市立北保育園 

深沢建材 

トキワ管工 
日本石油タンク 

竜王駅 

山梨交通駐車場 
至
甲
府 

至
韮
崎 

ソネカワ 
サイクル 

国道52号 

通行止 

第3投票所 竜王北保育園
竜王新町1区・竜王新町2区・竜王新町3区・竜王新
町4区・竜王新町5区・竜王新町6区・竜王新町7区

対象
地区

榎郵便局 

万才保育園 

働く婦人の家 

中銀 

田中団地 

南小学校体育館 

パークス 

かおり 
幼稚園 

第5投票所 竜王南小学校体育館
田中区・田中2区・万才1区・万才東区・
榎東区・榎西区・下八幡3区

対象
地区

 

至竜王駅 

中部公民館 

竜王体育館 

玉幡小学校 

もちでん 

JA玉幡支所 

さいとう 塩部自動車 

いわした 

至
甲
府 玉

幡
四
ツ
角 

敷
島
田
富
線 

至
開
国
橋 

第6投票所

保坂医院 

ケーヨーディツー 

二区・三区公会堂 

東保育園 竜王東児童センター 

国道20号 

東小学校体育館 

至
甲
府 

駐
車
場 

ぼんち 

甲府信用金庫 
竜王支店 

中　央　道 

第4投票所 竜王東小学校体育館
名取区・竜王仲町区・富竹新田1区・
富竹新田2区・富竹新田3区・富竹新田4区

対象
地区

竜王体育館
仲新居区・上八幡区・中八幡・
下八幡1区・下八幡2区

対象
地区

警察学校 

めぐみ薬局 
西小学校体育館西小学校体育館 

日立寮 

玉川保育園 

農林高校 

玉幡保育園 

西小学校体育館 

第7投票所 竜王西小学校体育館
八幡新田1区・八幡新田2区・
月林区・玉川西区

対象
地区

 

西小学校 

パチンコクイーン 

玉川保育園 

くすりのめぐみ 
南部 
公民館 

南部公園 

冷
間
住
宅 玉川地区集落集会所 

クリーニング 
スワン 

ハイツ浅川 

瑞良寺 
至玉川団地 

金丸米殻店 
マルサン食品 

ほっかほか弁当 

笹本商店 

日立玉川寮 

セブンイレブン 

第8投票所 玉川地区集落集会所
玉川東区・冷間区・
玉川団地1区・玉川団地2区

対象
地区

敷島庁舎 

〒郵便局 

駐在所 

なかよし児童館 

敷島北小学校 
屋内運動場 

セブン 
イレブン 

デイリー 
ストア 

至吉沢 

シェル石油 

敷島総合 
文化会館 敷島中学校 

清澤寺 

敷島総合 
公園 

第9投票所 敷島北小学校屋内運動場
敷島台・大久保・天狗沢・
境北・境南・牛句

対象
地区

山梨中央 
銀行 

シャトレーゼ 

ファミリー 
マート 

貢
川 

中
下
条
公
園 松

島
団
地 

集
会
場 

↑ 

松島団地入口 

第11投票所 松島団地集会場
事業団・敷島新町・
寺前・松島団地・さつき野

対象
地区

長塚公民館 

小僧寿し 

敷島南小学校 
屋内運動場 

宝
珠
寺 

本
興
寺 

アマノ 
パークス 

ロ
ー
ソ
ン 

JR中央線 

中央自動車道 

セブン 
イレブン 

オギノ 

第12投票所 敷島南小学校屋内運動場

長塚・大下条東・大下条西・大下条南対象
地区

敷島庁舎 

消防署 

〒郵便局 

駐在所 

セブン 
イレブン 

デイリー 
ストア 

シェル石油 

敷島総合 
文化会館 敷島中学校 

屋内運動場 清澤寺 

第10投票所 敷島中学校屋内運動場
大栄・西町・上町北・上町南・
敷島竪町

対象
地区
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小僧寿し 

エネオス 

シェル石油 
車不可 

車
不
可 

シャトレーゼ 

JA農協 

敷島小学校 
屋内運動場 

ふれあい 
中央児童館 

第13投票所 敷島小学校屋内運動場
敷島仲町・東町西・東町仲・東町東・
宮地・町屋・町屋南・川辺町

対象
地区

バーベキュー 
亀沢の村 

中村公民館 

JA睦沢支所 亀
沢
川 

睦沢地域 
ふれあい館 

第14投票所 睦沢地域ふれあい館
大下・中下・中村・久保・藤の木・
打返・漆戸・獅子平・上菅口

対象
地区

ビニールハウス 

電話交換局 

清川釣り堀 

亀
沢
川 

清川地域 
ふれあい館 

第15投票所 清川地域ふれあい館
下菅口・安寺・神戸・前屋・下福沢・上福沢・
下芦沢・本村・小川・平見城・大明神

対象
地区

吉沢簡易水道 

至昇仙峡 

平瀬浄水場 

荒　川 

吉沢地域 
ふれあい館 

第16投票所 吉沢地域ふれあい館

窪田・中島・寺平・千田対象
地区

竜
地
溜
池 

（
工
事
中
） 

大
垈
バ
イ
パ
ス 

双葉保健 
福祉センター 

妙秀寺 

青龍寺 
双葉東小学校 

オギノ 

中央自動車道 

第17投票所 双葉保健福祉センター
下宿・高山台・上宿・
双葉竪町

対象
地区

大
垈
バ
イ
パ
ス 

双葉東 
公民館 

長泉寺 

高原団地 

登美保育園 

至サントリー登美の丘ワイナリー 

第18投票所 双葉東公民館（団子公民館）

大垈・高原団地・団子・
新田・菖蒲沢

対象
地区

甲斐市役所 
双葉庁舎 

中央自動車道 

広域農道 

国道20号 

JR中央線 

双田橋 

双葉JCT

双葉ふれあい 
文化館 

塩崎駅 

第19投票所 甲斐市役所双葉庁舎
横町・寺町・双葉仲町・上町・富士見台・
緑ヶ丘・双葉新町・旭台・つくし野・山本・
上の山・岩森・下志田・上志田・バイパス

対象
地区

双葉西保育園 

中央自動車道 

広域農道 

JR中央線 

塩川大橋 

妙善寺 

国道20号 

第20投票所 双葉西保育園
東部・塩崎町・田畑・田畑団地・
中村条・上郷・米沢・笠石・
金剛地・滝沢・唐松団地・駒沢

対象
地区

桃花の街 
クラブハウス 

長昌院 

オギノ 

JAよってけし 

中央自動車道 

第21投票所 桃花の街クラブハウス
桃花の街・藍色の街・杏色の街・
萌黄の街・双葉響が丘団地・登美団地・
希望ヶ丘・滝坂・大屋敷

対象
地区

参
議
院
の
比
例
代
表
選
挙

「
非
拘
束
名
簿
式
」に
つ
い
て

参
議
院
選
挙
は
、「
選
挙
区
選

挙
」と「
比
例
代
表
選
挙
」の
２

つ
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

選
挙
区
選
挙
は
、
山
梨
県
全

域
が
１
つ
の
選
挙
区
で
定
員
は

１
人
。
候
補
者
か
ら
１
人
を
選

ん
で
投
票
し
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
比
例
代
表
選

挙
は
、
「
政
党
名
」
ま
た
は

「
そ
の
政
党
の
名
簿
に
の
っ
て
い
る
候
補

者
名
」
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
比
例
代
表
選
挙

は
、
政
党
名
し
か
書
く
こ
と
が
で
き
ず
、

各
党
が
あ
ら
か
じ
め
順
番
を
定
め
た
候
補

者
名
簿
順
に
、
獲
得
議
席
数
に
従
い
当
選

者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
（
拘
束
）

名
簿
式
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
参
議
院
選
挙
で
の
非
拘
束
名

簿
式
で
は
、
各
党
の
候
補
者
名
簿
に
順
番

が
決
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
獲
得
議
席
数
に

応
じ
た
当
選
者
は
、
候
補
者
名
で
記
載
さ

れ
た
得
票
の
順
番
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
○
○
党
」
が
比
例
代
表
で

３
議
席
獲
得
し
た
場
合
、
○
○
党
の
候
補

者
の
う
ち
得
票
数
の
多
い
順
に
３
人
が
当

選
者
と
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
特
定
の
候
補
者
で
は
な
く

政
党
名
で
投
票
し
て
も
有
効
と
な
り
ま

す
。
獲
得
議
席
数
は
、「
政
党
名
で
の
得

票
＋
そ
の
政
党
名
簿
に
の
っ
た
候
補
者
の

得
票
」の
合
計
で
決
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

少
し
複
雑
な
制
度
で
す
が
、
政
党
公
約

で
選
ぶ
こ
と
も
候
補
者
個
人
の
人
柄
や
政

策
で
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
選
挙
制
度
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
し
て
い

る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
課
税
さ
れ
る
所
得

割
・
資
産
割
・
均
等
割
と
世
帯
ご
と
に

課
税
さ
れ
る
平
等
割
の
合
計
額
で
算
出

さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
所
得
割
は
、
住

民
税
・
所
得
税
の
申
告
額
か
ら
課
税
の

対
象
と
な
る
金
額
を
計
算
し
ま
す
。
税

額
の
計
算
を
正
し
く
行
う
た
め
に
も
、

所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
７

月
中
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
が
遅
れ
る
と
…

追
加
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
告
を
し
な
い
と
…

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

所
得
が
な
い
、
ま
た
は
所
得
額
が
低

い
世
帯
は
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措

置
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
世
帯
の
中
に
未
申
告
者
が

一
人
で
も
い
れ
ば
、
軽
減
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
所
得
の
有
無
、

金
額
の
大
小
に
関
係
な
く
必
ず
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
は
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

納
税
に
は
口
座
振
替
に
す
る
と
納
付

に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
が
な

く
便
利
で
す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
預

金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
、
納
税
通
知
書

を
持
っ
て
、
取
引
金
融
機
関
ま
た
は
郵

便
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

本年度も富士川流域県（山梨、長野、静
岡）で一斉清掃が実施されます。
みなさんの憩いの場でもある信玄堤を私

たちの手できれいにしましょう。誰でも参
加出来ますので、大勢のみなさんの参加を
お待ちしています。
日時 ７月７日（土）午前６時から（約１時間）
雨天決行（雨天時は雨具を持参ください）

集合場所 勤労者青少年ホーム南側または
釜無川レクリエーションセンタ
ー北側森林公園内

事業主体 富士川流域連絡会（国土交通省、
甲斐市ほか）

※軍手・ごみ袋は当日配布します。ごみば
さみ等を持参すると便利です。
駐車スペースに限りがあるため、できる
だけ徒歩・二輪車・乗合等でご参加くだ
さい。

■問い合わせは…
建設課
（竜王庁舎２階）
055（278）1668

５
月
14
日
（
月
）、
敷

島
総
合
文
化
会
館
に
お
い

て
平
成
19
年
度
甲
斐
市
自

治
会
連
合
会
の
総
会
が
開

催
さ
れ
、
役
員
が
決
定
し

ま
し
た
。

会
長
は
、
天
野
七
郎
さ

ん
（
八
幡
新
田
２
区
）、

副
会
長
は
横
山
英
麿

さ
ん
（
牛
句
区
）
と

小
林
正
博
さ
ん
（
中

村
条
区
）
で
す
。

代
表
理
事
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

齊
藤
知
麿
（
富
竹
新
田

１
区
）、
渡
邊
日
出
雄

（
冷
間
区
）、
天
野
七
郎

（
八
幡
新
田
２
区
）、
横

山
英
麿
（
牛
句
区
）、

山
口
正
智
（
大
下
条
東

区
）
窪
田
眞
己
（
神
戸

区
）、
渡
邉
利
昭
（
希

望
ヶ
丘
区
）、
今
村
元
巳

（
双
葉
仲
町
区
）、
小
林
正

博
（
中
村
条
区
）

平
成
19
年
度

自
治
会
連
合
会
役
員

10

甲
府
都
市
計
画
公
園
（
２
・
２
・
34

号
北
公
園
、
３
・
３
・
31
号
志
麻
の
里

公
園
）
に
つ
い
て
、
５
月
21
日
に
都
市

計
画
決
定
手
続
き
が
完
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
甲
府
都
市
計
画
公
園
の
変
更

図
書
は
、
縦
覧
が
可
能
で
す
。

１
　
縦
覧
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分
（
た
だ
し
、
土
日
祝

日
は
除
く
）

２
　
縦
覧
場
所
　
都
市
計
画
課

■
問
い
合
わ
せ
は
…

都
市
計
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
９

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は 

　
　
　
　
　
所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に 

会長　天野七郎

副会長　小林正博 副会長　横山英麿

富士川（釜無川）流域一斉清掃第
６
回

甲
府
都
市
計
画
公
園
の
変
更
が
決
定
さ
れ
ま
し
た



経
済
的
な
事
情
な
ど
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
納
付
が
免
除

ま
た
は
猶
予
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
制
度

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
各
々
の

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
基
準
額
が
あ
り
、

基
準
額
以
下
で
あ
れ
ば
全
額
免
除
の
ほ

か
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付
す
る
と
残

り
の
納
付
が
免
除
と
な
る
一
部
免
除
が

あ
り
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

30
歳
未
満
の
人
が
対
象
で
、
本
人
お

よ
び
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
以

下
の
場
合
に
は
、
保
険
料
が
猶
予
さ
れ

後
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
は
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定

以
下
の
場
合
に
は
保
険
料
納
付
が
猶
予

さ
れ
後
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

制
度
を
利
用
す
る
と
…

老
後
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
万
が

一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
の
受
給
に
必
要
な
資
格
要
件
に

も
算
入
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
一
部
免

除
に
よ
り
減
額
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め

忘
れ
る
と
資
格
期
間
に
入
り
ま
せ
ん
）

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

免
除
は
老
後
の
年
金
額
が
一
部
減
額

さ
れ
、
若
年
者
納
付
猶
予
と
学
生
納
付

特
例
は
年
金
額
に
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

免
除
・
猶
予
期
間
は
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
保
険
料
を
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
将
来
受
け

る
年
金
額
が
少
な
く
な
ら
な
い
よ
う
、

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納

付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
人
が
、
申
請
時

に
翌
年
度
以
降
も
申
請
を
行
う
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
希
望
さ
れ
た
（
申
請
書
の

申
請
者
記
入
欄
「
は
い
」
に
○
を
付
け

た
）
場
合
は
、
自
動
的
に
審
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
改
め
て
申
請
を
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

竜
王
社
会
保
険
事
務
所

０
５
５
（
２
７
８
）
１
１
０
４

赤
坂
の
高
台
に
あ
る
地
上
22
メ
ー
ト
ル

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
展
望
塔
７
階
展
望
フ
ロ

ア
の
利
用
時
間
が
、
７
月
か
ら
９
月
の
間
、

夜
10
時
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。涼

し
い
夜
風

に
吹
か
れ
な
が

ら
展
望
フ
ロ
ア

か
ら
一
望
で
き

る
甲
府
盆
地
の

美
し
い
夜
景
を

お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

ご
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
３

歳
以
上
１
回
１

０
０
円
の
利
用
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

【
展
望
塔
の
利
用
案
内
】

■
利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
無
料（
年
間
）

午
後
５
時
〜
10
時
／

３
歳
以
上
１
０
０
円
（
７
月
〜
９
月
）

■
休
館
日

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
と
き
は
翌

日
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

緑
化
推
進
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
１

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク

０
５
５
（
２
７
６
）
２
１
６
１

※
ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
は
ペ
ッ
ト
の
入
園
や

花
火
、
火
気
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
。
周
辺
道
路
は
駐
車
禁
止
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
市
立
小
中
学
校
、
市
立
図
書
館
へ

畑
野
知
徳
さ
ん
（
甲
府
市
）
が
、
舞

台
劇
台
本
集
２
　
19
冊
（
７
６
、
０

０
０
円
相
当
）

●
敷
島
体
育
館
へ

今
村
進
さ
ん
（
島
上
条
）
が
卓
球
台

（
セ
パ
レ
ー
ト
・
中
古
）
１
台
（
１
４

０
、
０
０
０
円
相
当
）

11

【
寄
付
】

野生鳥獣による農作物被害は大変深刻
なもので、被害農家にとっては切実な問
題です。
そのため爆音機等の対策は不可欠なこ

とではありますが、近隣の住宅地にも配
慮し、設置方法にご注意いただけるよう
お願いいたします。
・自分の田畑へ設置する場合、住宅地か
ら極力離れた所へ設置してください。
・爆音機の方向を住
宅地に向けないでく
ださい。
・最小限必要とする
期間に使用し、早朝、
深夜の使用は避けて
ください。
■問い合わせは…
農林振興課
（双葉庁舎２階）
0551（20）3655

爆音機設置方法についての

お 願 い



市内には、135の自治会（区）があります。この
中から２つずつ、自治会（区）のなかで特徴のあ

るもの、人、活動など順番に紹介しています。

竜王１区（輿石博明区長）
「夏祭り」
竜王１区は、武田信玄が約17年を要

し築造させた信玄堤が存する、４月のお
祭りで有名な｢おみゆきさん｣が行われる
地域の自治会です。
今年で32回目を迎える竜王１区の夏

祭り。大人や子どもがいっしょに参加し、
区民のふれあいを深めようと始められた
催しで、毎年７月、武田信玄や山本勘助
が描かれた長提灯を吊るした市内でも珍
しい「アマヤ」が飾られるお祭りです。

昔は｢祇園さん祭
り｣と言って地域の
道路に｢アマヤ｣を
飾り夏の一夜を楽
しんだそうですが、
近年は公会堂で行
われるようにな
りました。
祭りの準備は、

何か月も前から
区の役員が中心と
なり進めていま
す。当日は午
後４時か
ら夜店
が は

じまり、金魚すくい・ヨーヨー釣
り・焼きそば・フランクフルトなど
の各コーナーが設けられます。また、
自由に参加のできる餅つき
大会では、昔ながらのう
すで餅がつかれ、来場者
につきたての「あんころ
餅」や「きな粉餅」が配ら
れます。祭りの最後は、
みなさんが楽しみにしてい
るビンゴゲーム。数字が読上
げられる毎に大きなどよめきの歓声が上がり、祭
りも最高潮を迎えます。輿石区長は、｢このお祭
りに一人でも多くの区民のみなさんが参加してく

れることで、地
域の絆やふれあ
いが深まり、区
のまとまりが今
まで以上に良く
なると思ってい
ます｣と話して
くれました。

境北区（保坂孝彦区長）
境南区（相山　東区長）
「お祭り愛好会」
市の中部に位置し、県道甲斐中央線

に隣接する境北・境南自治会。両自治
会では１年を通じて各催しを合同で開
催し、自治会の区域を越えて親睦が図
られています。特にお祭りに関係した
催しにつ
い て は 、
両自治会

の区民による「お祭
り愛好会」があり、
ボランティアでさま
ざまな活動が行われ

ています。
この愛好会は、平成４年に発足し30代
から60代と幅広い年齢の区民のみなさ
んが参加しています。
愛好会では、毎年８月に開催され
る夏の盆踊り大会で子どもたちが地
域の行事に参加できるよう子ども
クラブと連携し、金魚すくい・ヨ

ーヨー釣り・かぶと虫
が当たるくじや綿菓
子・やきとり・た
こ焼きなど多くの
店を無料で出店。
小学校高学年から
中学生に店の手伝い
をしてもらっていま

す。また、ボランティアで敷島荘(老人ホ
ーム)の夏祭りにも出店し、高齢者を励
ますと共にホームの方々と地域の親睦
を深めて
います。
お祭り愛

好会のメンバー
は、「愛好会の活
動が区の活性化
や区民の親睦ま
た、ふれあいを
深める場となっ
てくれれば嬉し
い。この活動を
次の世代にも引
き継いでいきた
い」と話してく
れました。

12



13

黄
梅
院
は
天
文
12
年
（
１
５
４
３
）

に
武
田
信
玄
と
三
条
夫
人
の
長
女
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。（
名
は
不
明
）

武
田
信
玄
が
駿
河
国
今
川
義
元
、

相
模
国
北
条
氏
康
と
い
わ
ゆ
る
三
国

同
盟
を
結
ん
だ
際
、
同
23
年
（
１
５

５
４
）
に
北
条
氏
康
の

嫡
男
、
氏
政
に
嫁
ぎ
、

氏
直
（
後
北
条
氏
５
代

目
当
主
）
を
は
じ
め
多

く
の
子
ど
も
が
産
ま
れ

ま
し
た
。
弘
治
３
年

（
１
５
５
７
）
に
は
信
玄

が
彼
女
の
た
め
に
富
士
浅
間
神
社
に

安
産
祈
願
を
し
て
お
り
、
そ
の
文
書

が
今
で
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
信
玄
の
駿
河
進
攻
に
よ
り

三
国
同
盟
は
破
れ
、
永
禄
11
年
（
１

５
６
８
）
に
黄
梅
院
は
離
別
さ
せ
ら

れ
、
甲
府
に
戻
り
出
家
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
約
半
年
後
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。
信
玄
は
現
在
の
竜
地
地

区
滝
坂
に
黄
梅
院
を
建
立
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。（
そ
の
年
代
は
不
明
）

亡
く
な
っ
た
翌
年
に
は
、
南

湖
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）
の
黄
梅

院
知
行
地
を
本
寺
に
あ
た
る

甲
府
の
大
泉
寺
に
寄
進
し
た

と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

明
治
初
年
に
廃
寺
と
な
り
、

現
在
は
付
近
か
ら
集
め
ら
れ

た
五
輪
塔
な
ど
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

甲
斐
市
竜
王
新
町
に
あ
る
通
称

「
赤
坂
」
の
道
沿
い
に
自
然
石
型
の
高

さ
４
・
３
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
・
１
２

メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
０
・
３
８
メ
ー
ト

ル
の
大
き
な
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
塔
は
「
赤
坂
供
養
塔
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
塔
に
は
、
中
央
に
草

書
体
で
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
左
下
に
一

蓮
寺
法
阿
本
暁
上
人
の
署
名
が
あ
り

ま
す
。「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
唱
え
る

こ
と
を
念
仏
と
い
い
、
こ
の
念
仏
に

よ
っ
て
人
々
は
、
極
楽
へ
行
け
る
と

言
い
ま
す
。
一
蓮
寺
は
「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
の
念
仏
を
信
仰
す
る
時
宗
の

お
寺
で
す
。
現
在
、
甲
府
市
太
田
町

に
あ
り
、
塔
の
署
名
に
あ
る
本
暁
上

人
は
56
代
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
塔
に
は
、
紀
年
名
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
本
暁
上
人
が

安
政
３
年
（
１
８
５
６

年
）
に
入
山
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
安
政
年

間
の
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

裏
面
に
は
、
念
仏
講

の
世
話
人
29
名
と
有
志
７
名
の
ほ
か

地
代
寄
進
者
、
石
工
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
世
話
人
と
有
志
の
住
居
地
は

竜
王
・
新
町
・
牛
句
・
大
下
条
・
亀

沢
・
漆
戸
・
大
久
保
・
竜
地
・
下
今

井
・
金
剛
寺
・
大
垈
な
ど
で
、
石
工

は
下
今
井
の
人
物
で
す
。

江
戸
時
代
末
期
に
お
け
る
念
仏
講
の

広
ま
り
と
、
信
仰
の
様
子
を
う
か
が

う
こ
と
の
で
き
る
民
俗
資
料
で
す
。

黄
梅
院
跡

お
う
ば
い
い
ん
あ
と

市
指
定
史
跡

平
成
10
年
２
月
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第３回甲斐市長杯争奪
ソフトテニス大会結果

５月26日（土）西八幡テニスコートを主会場に開催
され、290名が参加し、熱戦が繰り広げられました。
※優勝者のみ掲載
小学生男子
１部（５・６年生）小松・貝塚組（竜王）
２部（４年生以下）上山・田辺組（敷島）
小学生女子
１部（５・６年生）保坂・柳本組（双葉）
中学生男子
横室・日向組（双
葉）
中学生女子
渡邊・八巻組（双
葉）
一般男子
１部　井上・新
津組（竜王）
２部　小林・飯
田組（双葉・竜王）
一般女子
１部　柳本・清水組（双葉）
２部　塚田・佐野組（竜王）

ヴァンフォーレ甲府
「甲斐市サンクスデー」開催

６月10日（日）小瀬スポーツ公園で行われたヴァン
フォーレ甲府対ジュビロ磐田戦は、「甲斐市サンクス

デー」とし
て市の特産
品などが来
場者や両チ
ームの選手
にプレゼン
トされまし
た。また、
試合中のボ
ールボーイ
やフェアプレイフラッグの入場を市内の小中学生が
務め、選手のエスコートを竜王西保育園の園児22名
が行い選手たちを応援しました。

B＆G海洋センタープール日程表
開館期間 敷島Ｂ＆Ｇ海洋センター

開館中～９月30日（日）
双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター
開館中～11月30日（金）

開館時間 午前10時～正午（午前の部）
午後１時～午後５時（午後の部）
午後６時～午後９時（夜間の部）

注意事項
・入泳する際には、スイミングキャップの着用が
義務付けられています。

・幼児および夜間の小中学生の利用は、必ず保護
者同伴でお願いします。
料金表

■問い合わせは…教育委員会スポーツ振興課　
0551（20）3656

○双葉B＆G海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

○敷島B＆G海洋センター（毎週月曜日休館）
甲斐市島上条2527-1 055（277）7767

６月８日（金）に開催された
関東体育指導委員研究大会
山梨大会の席上、甲斐市体
育指導委員の三井信由さん
が関東体育指導委員協議会
表彰を受賞されました。三
井さんは体育指導委員とし
て旧竜王町から現在までの28
年にわたり活動され、地域ス
ポーツの振興に寄与した功績
が高く評価されました。

体育指導委員
三井信由さん
（西八幡）

関東体育指導委員
協議会表彰を受賞
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甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 ７月20日（金）

・学校体育施設（８月分） 午後７時～
・社会体育施設（９月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 ７月25日（水）～

午前８時30分～午後５時30分
・学校体育施設（８月分）
・社会体育施設（９月分）

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

市内支部対抗球技大会結果報告
５月27日（日）双葉スポーツ公園と敷島体育館を主

会場に、市内支部対抗球技大会が開催され、ソフト
ボールの部には39チームが、バレーボールの部には
18チームが参加し熱戦を繰り広げました。

第３回市民テニス大会結果報告
５月13日（日）、27日（日）の２日間にわたり西八

幡テニスコートを会場に開催され、のべ61組が参加
し、熱戦が繰り広げられました。（敬称略）
男子シングルス
優勝 奥塩一夫
準優勝 水野亨
３位 中込幸宏
男子ダブルス
優勝 中込秀
幸・小尾哲次
準優勝 小田切
美智也・大竹潤
３位 永井武・小林広幸
女子シングルス 優勝 柴崎洋子　準優勝 窪田千
穂　３位 須田瞳
女子ダブルス
優勝 江里口節子・内藤正美　準優勝 輿石さと
子・網野よしみ　３位 望月美紀子・小中恵美
ミックスダブルス
優勝 山下通也・望月美紀子　準優勝 中島豊和・
青柳美代子　３位 輿石一磨・輿石さと子

Aパート
優勝
長塚区

Aパート
優勝
竜王４区

Bパート
優勝
古村区

Bパート
優勝
万才１区
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５月21日●
知事と県政ひざづめ談議
横内正明知事が県民と直接対話する｢県政

ひざづめ談議｣が、竜王東児童センターで開
かれました。テーマは｢地域における子育て
力について｣。子育て中のお母さんや子育て
支援をしている人など約20人が出席し、市
内で取り組んでいる子育て支援事業について
知事と率直な意見交換が行われました。
｢二人子どもがいるが、子どもの具合が悪く
なった時などファミリーサポートセンターを
利用し、一人を預けて病院へ連れて行けるの
で助かる」「仕事をしながらの子育ては大変。
これからも子育て支援をより一層推進してほ
しい」といったお母さんたちの生の声を知事
に伝えていました。

甲府西消防署で甲府地区消防本部の特別
訓練隊が、消防救助技術を競う県大会出場
を前に訓練成果報告会が関係者を集め行わ
れました。今年の特別訓練隊には、県内で
初となる女性隊員が県大会出場を目指し、
「ほふく救出」に出場。激励に訪れた竜王
西・北保育園の園児が大きな声で声援を送
っていました。最後に園児から隊員たちに
花束と千羽鶴が贈られました。

亀沢にある棚田を保存していこうと活動しているNPO法人
棚田保存会の田んぼに、東京都日野市の社会教育センターか
ら約40名の子どもたちが田植え体験にやって来ました。子ど
もたちは保存会のメンバーから苗の植え方の説明を受けた後、
さっそく裸足になって田んぼに入ると、水田に足を取られた
り、まっすぐ植えられなかったりと悪戦苦闘。それでも雨の
中、初めての田植えを楽しんでいました。

●６月10日　　棚田でお田植え　

竜王北部公民館で、第11回｢北部ふれあい発表会｣
が行われました。
館内では水彩画や
短歌、生け花など
の展示やパン作り
の実演。舞台発表
では33団体が太極
拳や詩吟、リズム
体操など普段の練
習の成果を披露し
ました。
また第３回｢双

葉公民館まつり｣
ではパッチワーク
や水墨画、バルー
ンアートなどの展
示発表、ホールで
は22団体がフラダ
ンスや３Ｂ体操、
三味線・尺八の合
奏などを披露しま
した。

公民館利用者が
日頃の成果を披露 ５・６月●

特別訓練隊を園児が激励
６月８日●

双葉公民館
竜王北部公民館
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初夏のこの時期、市内各所では様々な実りが楽し
めます。５月には梅もぎ。６月からは桑の実摘みや

さくらんぼ狩りも
始まり、市内外か
ら家族連れや県外
からツアーで多く
の観光客が赤く輝
くさくらんぼや食
べ頃に熟した桑の
実を味わいまし
た。「とても美味
しい。来年も友だ
ちを誘ってぜひ来
たい」と初めて桑
の実を食べた人た
ちにも好評でし
た。

●６月３日　にじいろコンサート　　

●５月・６月　初夏の味覚を楽しむ

梅の里ふれあいまつり　５月20日●

６月１日から７日までの「水道週間」に、甲斐
市管工事協同組合のみなさんが事前に希望のあ
った高齢者のお宅を訪問。無料で水道施設の点
検と簡易的な修理を行いました。「蛇口が固くな
り、最近水道の出が悪かった」と点検を希望し
たお宅では、パッキンなどを交換修理してもら
い水の出も勢いを増すと、「良かった。ありがた
い」と喜んでいました。

夏に向け、市内各地の花壇で花の植替え作業が行われ、
ベコニアや松葉ボタンの花苗が植えられました。７月の
梅雨が明ける頃には道行く人を楽しませてくれます。花
の植替え作業に参加された各団体のみなさん、大変ご苦
労様でした。

しきしま吹
奏楽団主催の
第５回にじい
ろコンサート
が、双葉ふれ
あい文化館で
開 か れ ま し
た。会場は立

ち見がでるほどの盛況ぶり。市内の小中学校や農
林高校の吹奏楽部も出演し、ディズニーのメドレ
ーからクラッシックまで幅広い楽曲を披露し演奏
が終わるたびに盛んな拍手を浴びていました。

クラインガルテンクラブハウスを主会場に、第１回梅の里ふれあ
いまつりが開かれました。地元で採れた新鮮な農産物の直売のほか、
商工会による焼き
そば、カレーなど
の出店が立ち並び、
広場では睦沢子ど
もクラブによる花
笠音頭などが披露
され、大勢の家族
連れで賑わいまし
た。また、別会場
の梅の里農村公園
では梅もぎが行わ
れました。

市内を花いっぱいに　５月●

●６月１日　高齢者・公共施設水道　　
無料点検

梅もぎ体験

さくらんぼ狩り

桑の実摘み
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対象 小学生
日時 ８月４日（土）午後２時～
内容 「パッチンカメラ」「くるく

る絵あわせ」先着15名
日時 ８月５日（日）午後２時～
内容 「空気砲」先着15名　
場所 双葉図書館２階視聴覚室
受付 ７月６日（金）午前10時～

（定員になり次第締切）
■申し込み・問い合わせは…
双葉図書館　0551（20）3669

『パイレーツ・オブ・カリビアン』
2006年/アメリカ/151分/
吹き替え　監督/ゴア・ヴ
ァービンスキー　出演/ジ
ョニー・デップ　他

日時 ７月21日（土）午後１時30
分開演（１時開場）

場所 双葉ふれあい文化館大ホール
定員 先着500名
『花田少年史』

2006年/日本/91分　監督/
水田伸生　出演/須賀健太、
篠原涼子、西村雅彦　他

日時　７月28日（土）午後１時30
分開演（１時開場）

場所 敷島総合文化会館視聴覚室

定員 先着80名
日時　７月29日（日）午後１時30

分開演（１時開場）
場所 竜王図書館２階視聴覚室

定員 先着200名

日頃利用している図書館で、あ
なたもカウンターでの貸出や返却
を体験してしてみませんか。
日時 （敷島・双葉）

７月25日（水）～27日（金）
（竜王）
８月８日（水）～10日（金）
午後1時30分～４時

対象　小学校４年生以上～中学生
定員　竜王図書館・敷島図書館　

（各日４名、計12人）、
双葉図書館（各日２名、計　
６人）

受付　７月６日（金）午前10時～
（定員になり次第締切）

■申し込み・問い合わせは…
各図書館まで

図書館では『青少年読書感想文
全国コンクール』の課題図書を用
意していますので早めに予約をし
てください。貸出し期間は１週間

となっています。
○小学校低学年
『おじいちゃんのごくらくごくら
く』鈴木出版、『ハキちゃんの
「はっぴょうします」』佼成出版社、
『ぼくのパパはおおおとこ』セー
ラー出版、『はっぱじゃないよぼ
くがいる』アリス館
○小学校中学年
『りんごあげるね』童心社、『ピト
ゥスの動物園』あすなろ書房、
『ゆりかごは口の中　子育てをす
る魚たち』ポプラ社、『干し柿』
あかね書房
○小学校高学年
『七草小屋のふしぎなわすれもの』
国土社、『両親をしつけよう！』
文研出版、『平和の種をまく　ボ
スニアの少女エミナ』岩崎書店、
『あきらめないこと、それが冒険
だ』学研
○中学校
『レネット　金色の林檎』金の星
社、『一億百万光年先に住むウサ
ギ』理論社、『世界一おいしい火
山の本』小峰書店
○高等学校
『てのひらの中の宇宙』角川書店、
『ぼくたちの砦』評論社、『泣き虫
しょったんの奇跡』講談社

夏休み工作会

上映会のお知らせ

一日図書館員募集

夏休み課題図書のご案内
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開館時間 ●平日：午前10時～午後7時　●土・日：午前９時～午後5時
７月のおやすみ 定例休館日 ２日（月）、９日（月）、16日（月）、23日（月）、

30日（月） 月末整理日 31日（火）

日時 ７月21日（土）
午前10時30分～11時30分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
テーマ 頭の上にあるものは
内容 お話、ブックトーク、工作

対象 ０歳～１歳６か月
日時 ７月５日（木）、19日（木）

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

対象 １歳６か月～３歳
日時 ７月５日（木）、19日（木）

午前11時10分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、読み聞かせ、手

遊び、パネルシアターなど

対象 幼児～
日時 ７月７日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

対象 幼児～
日時 ７月21日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

対象 幼児・小学生低学年
日時 ７月14日（土）午後２時～
場所 敷島総合文化会館大ホール
内容 おはなし「グーグー猫とガ

リガリねずみ」、パネルシア
ター「子リスのクリちゃん」、

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 ７月19日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー「花盗人」乃南アサ 著　他
板前 ねの会
助っ人板前　すずの会、ほがらか

日時 ７月12日（木）、26日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
対象 ５か月～１歳６か月
時間 午前10時15分～10時45分
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
対象 １歳６か月～３歳
時間 午前11時～11時30分
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 ３歳～
日時 ７月14日（土）、28日（土）

午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

日時 ７月７日（土）
午前10時30分～正午

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、ゲーム

人形劇「ぶんぶく茶釜」
出演 おはなしと人形芝居ぽぽ

対象 小学生
日時 ７月26日（木）午後２時～
内容 「かわいいくるくる絵合わ

せ」先着20名
日時 ８月３日（金）午後２時～
内容 「ないてわらってみんなで

百面相」先着20名
日時 ８月８日（水）午後２時～
内容 「ストロー工作木のぼりパ

ンダ」先着20名
場所 敷島総合文化会館創作室
受付 ７月６日（金）～

（定員になり次第締切）
■申し込み・問い合わせは…
敷島図書館じどうとしょかん
055（277）9955

対象 就園前の乳幼児
日時 ７月12日（木）

午前11時～11時30分
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

対象 幼児・小学生
日時 ７月14日（土）、28日（土）

午前10時30分～11時
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

対象 小学生
日時 ７月29日（日）

午前10時～
場所 双葉図書館２階視聴覚室
内容 読書感想文の書き方の指導
定員 20名（1・2年生は保護者同伴）
受付 ７月６日（金）午前10時～

（定員になり次第締切）

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭

キッズぷらねっと　
～ストーリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのもり

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや

ライライくんの工作教室

おはなしのとびら

読書感想文の書き方講座

● 開館時間の繰上げについて ●
市内の図書館では、学校の夏休み期間中について、平日の開館時間
を１時間繰り上げて午前９時からとします。ぜひご利用ください。
期間　７月24日（火）～８月30日（木）

敷島図書館サマー・フェスティバル
おはなしおじさんの人形劇



採
用
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

・
事
務
職
　
３
人
程
度

・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
（
水
泳
）
１
人

受
験
資
格
等

昭
和
54
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

・
事
務
職
は
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
、

卒
業
見
込
み
の
者
お
よ
び
同
程
度
の

学
力
を
有
す
る
者

・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
（
水
泳
）
は
、（
財
）

日
本
体
育
協
会
ま
た
は
、（
財
）
日
本

水
泳
連
盟
の
水
泳
指
導
に
関
す
る
資

格
を
有
す
る
者

住
所
要
件

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降

引
き
続
い
て
甲
斐
市
内
に
住
所
（
住
民

登
録
）
を
有
す
る
者
。
た
だ
し
、
修
学

等
の
た
め
住
所
を
異
動
し
て
い
る
者

を
含
む
。

欠
格
事
項

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

（
１
）
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

（
２
）
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
　

る
者

試
験
案
内
配
布
　
７
月
２
日
（
月
）
〜
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
、
日
曜
日
お
よ
び
休
日
は
除
く
）

試
験
案
内
配
布
場
所

人
事
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
36
番
窓
口
）

申
込
受
付
期
間

７
月
13
日
（
金
）
〜
８
月
３
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
、
日
曜
日
お
よ
び
休
日
は
除
く
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
期
間

（
事
務
職
の
み
）

７
月
13
日
（
金
）
〜
７
月
27
日
（
金
）

申
込
先

人
事
課

第
一
次
試
験
日
お
よ
び
場
所

日
時

８
月
26
日
（
日
）

場
所

山
梨
県
立
農
林
高
等
学
校

（
甲
斐
市
西
八
幡
４
５
３
３
）

詳
し
く
は
、
試
験
案
内
を
参
照
願
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
人
事
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

対
象

学
生
の
女
性（
高
校
生
以
下
除
く
）

人
数

若
干
名

内
容

K
ai

・
遊
・
パ
ー
ク
総
合
屋
内
プ

ー
ル
の
受
付
業
務
（
軽
度
の
清
掃
等
含

む
）

勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

時
給

８
１
３
円

勤
務
日

７
月
14
日
（
土
）
〜
８
月
31
日

（
金
）
ま
で
の
間
の
週
３
日
程
度

（
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
）
※
状
況
に

よ
り
、
９
月
中
の
土
・
日
・
祝
日
も

勤
務
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

そ
の
他

月
曜
日
は
休
館
日
の
た
め
お

休
み
で
す
。（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が

休
み
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
は
…

玉
幡
公
園
管
理
課
K

０
５
５
（
２
７
６
）
４
１
８
９

現
在
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
受
給
資
格
確
認
の
た
め
、
毎

年
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
提
出
し
な
い
と
手
当
を
受
給
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る
人
も
、

受
給
資
格
を
継
続
さ
せ
る
た
め
必
ず
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届

の
用
紙
は
、
７
月
上
旬
に
お
送
り
し
ま

す
の
で
次
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
支
給
の
対
象
と
な
る
児
童

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
が
一
定
の
障
害
状
態
に
あ
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

児
童
　
な
ど

※
た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
（
受
給
可
能

状
態
に
あ
る
人
も
含
む
）
は
請
求
で
き
ま

せ
ん
。
受
給
者
以
外
で
支
給
要
件
に
該

当
す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
間

７
月
17
日
（
火
）
〜
８
月

17
日
（
金
）（
土
・
日
・
祝
は
除
く
）

※
７
月
17
・
24
・
31
日
、
８
月
７
・
14
日

の
毎
週
火
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
受

付
（
敷
島
庁
舎
子
育
て
支
援
課
窓
口
の

み
）

※
必
要
に
応
じ
て
、
提
出
す
る
書
類
が

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
は
…

子
育
て
支
援
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

現
在
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
を
受
給

さ
れ
て
い
る
人
に
は
更
新
通
知
書
を
郵

送
し
ま
す
。
こ
の
更
新
手
続
き
を
行
わ

な
い
場
合
は
９
月
１
日
以
降
の
医
療
費

助
成
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
た
に
ひ
と
り
親
に
な
っ
た
人
、

ま
た
平
成
18
年
度
所
得
税
課
税
の
た
め

非
該
当
と
な
っ
て
い
た
人
で
、
次
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
８
月
17
日（
金
）

ま
で
に
交
付
（
更
新
）
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
要
件

１
　
ひ
と
り
親
等
が
本
市
に
住
所
を
有

し
、
平
成
19
年
度
（
平
成
18
年
中
）
の

所
得
税
が
非
課
税
の
人

２
　
ひ
と
り
親
等
の
配
偶
者
お
よ
び
扶

養
義
務
者
の
平
成
19
年
度
（
平
成
18
年

中
）
の
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
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平
成
19
年
度
甲
斐
市
職
員

採
用
試
験
案
内

K
ai

・
遊
・
パ
ー
ク

夏
季
受
付
業
務
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
が
必
要
で
す

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の

交
付（
更
新
）申
請
を



扶
養
義
務
者
の
所
得
限
度
額
未
満
の

人
※
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請

方
法
、
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
間

７
月
17
日
（
火
）
〜
８
月

17
日
（
金
）（
土
・
日
・
祝
は
除
く
）

※
７
月
17
・
24
・
31
日
、
８
月
７
・
14
日

の
毎
週
火
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
受

付
（
敷
島
庁
舎
子
育
て
支
援
課
窓
口
の

み
）

※
必
要
に
応
じ
て
、
提
出
す
る
書
類
が

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

市
で
は
、
寝
た
き
り
高
齢
者
（
要
介
護

３
〜
５
に
認
定
さ
れ
た
者
）
ま
た
は
認
知

症
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
に
対
し
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

担
当
地
区
民
生
委
員
が
対
象
者
の
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認
知

症
高
齢
者
と
同
居
し
て
お
り
、
平
成
18

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
３
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
、
常
時
在
宅
で
介

護
し
た
介
護
者
。（
入
院
日
数
お
よ
び

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
が
91
日
以
上

の
場
合
は
除
く
）

金
額

年
額
２
万
円

■
問
い
合
わ
せ
は
…
高
齢
福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

下
水
管
に
誤
っ
て
異
物
が
流
れ
込
ん

だ
た
め
に
、
汚
水
が
逆
流
し
て
ご
家
庭

の
下
水
道
が
使
え
な
く
な
る
事
例
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
に
接
続
し
て

も
、
何
で
も
流
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

雑
巾
、
軍
手
な
ど
の
布
類
　
下
水
管
が

つ
ま
り
下
水
道
が
使
え
な
く
な
る
の

で
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
紙
　
水

に
溶
け
に
く
い
紙
は
、
下
水
管
が
つ

ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

て
ん
ぷ
ら
油
、
野
菜
く
ず
　
下
水
管
が

つ
ま
り
、
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
。

風
呂
、
洗
面
所
の
毛
髪
　
下
水
管
の
つ

ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
目

皿
の
毛
髪
を
こ
ま
め
に
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

お
酒
、
シ
ン
ナ
ー

揮
発
性
が
高
い
物

質
な
の
で
、
爆
発
す
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ

ら
の
物
質
を
取
り
除
く
装
置
（
除
外
施

設
）
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
の
限
度
額
を
80
万
円

老人保健の限度額適用・標準負担額認定証の手続きを

老人保健には、入院したときの食事代等が通常より減額される制度があります。既に認定を受けて
いる人は、更新時期が来ましたのでお知らせします。また、この認定証は申請がないと交付できませ
んので、減額対象になる人で未申請の人は、この機会に申請をお願いします。
対象者 市民税非課税世帯の老人保健医療受給者の人
申請期間 ７月17日（火）～31日（火）（平日のみ）
申請場所 竜王庁舎…保険課老人保健担当　敷島庁舎…市民課市民担当　双葉庁舎…市民課市民担当
申請に必要なもの 保険証、老人保健医療受給者証、印鑑等。
■問い合わせは…保険課竜 ０５５（２７８）１６６５
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… 敷島第２庁舎

… 双葉公民館

敷
２
双
公

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎

下
水
道
は
何
で
も
流
せ
ま
せ
ん

ご
存
知
で
す
か
、

介
護
慰
労
金
支
給
事
業

下
水
道
課
か
ら

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
充
実



ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た
。

供
用
開
始
か
ら
早
期
に
下
水
道
へ
接

続
す
る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利

子
で
借
り
ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
で
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
80
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
く
み
取

り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
て
下
水

道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使
用
者
に

対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便
所
改
造

助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
貸
住
宅
に

つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。

助
成
額
お
よ
び
助
成
を
受
け
ら
れ
る

条
件
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
上

下
水
道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か

ら
の
請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は

別
々
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連
絡
事
項

氏
名
、
転
出
日
、
転
出
先
、

電
話
番
号

①
甲
府
市
水
道
局
に
連
絡

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

②
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

■
問
い
合
わ
せ
は
…
下
水
道
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、

一
定
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー

を
無
料
で
取
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。（
漏
水
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

修
理
内
容
に
よ
り
別
途
修
理
費
が
か
か

り
ま
す
）

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委
託
業

者
が
身
分
証
を
携
帯
し
て
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺

に
自
動
車
等
の
障
害
物
や
庭
で
の
ペ
ッ

ト
の
放
し
飼
い
で
作
業
が
困
難
と
な
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
作
業
し
や
す
い
状

態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
取
替
え
対
象
地
区
と
期
間

対
象
区
域

奇
数
月
検
針
地
区（
竜
王
・
双
葉
地
区
）

期
間

８
月
中
旬
〜
９
月
上
旬（
１
回
目
）

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬（
２
回
目
）

対
象
区
域

偶
数
月
検
針
地
区（
竜
王
・
双
葉
地
区
）

期
間

９
月
中
旬
〜
10
月
上
旬（
１
回
目
）

11
月
中
旬
〜
12
月
上
旬（
２
回
目
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

プ
レ
イ
ル
ー
ム
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー

ム
・
食
堂
と
３
つ
の
部
屋
が
あ
り
、
甲

斐
市
在
住
（
３
歳
未
満
）
の
親
子
が
自
由

に
使
え
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
土
曜
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

日
替
わ
り
で
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
リ
ズ
ム
遊
び
や
、
読

み
聞
か
せ
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
、
わ
ら
べ

う
た
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分
（
自

由
参
加
）

対
象
年
齢

火
曜
・
水
曜

６
か
月
〜
１
歳
６
か
月

木
曜
・
金
曜
　

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満

歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

体
を
使
っ
て
遊
び
ま
す

日
時

７
月
27
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

対
象

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
の
親
子

講
師

窪
田
音
楽
教
室
窪
田
敏
子
さ
ん

定
員

15
名
（
予
約
制
）

申
込

７
月
５
日
（
木
）
９
時
30
分
〜

窓
口
で
の
直
接
受
付
（
電
話
受
付
は
不
可
）

お
や
つ
作
り
を
通
し
て
、
食
育
に
目

を
向
け
て
み
よ
う

日
時

７
月
12
日
（
木
）
・
13
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

対
象

１
歳
６
か
月
〜

３
歳
未
満
の
親
子

講
師

甲
斐
市
食
生
活
改
善
推
進
員

参
加
費

３
０
０
円

定
員

各
５
組
（
予
約
制
）

申
込

７
月
４
日
（
水
）
９
時
30
分
〜

窓
口
で
の
直
接
受
付
（
電
話
受
付
は
不
可
）

大
好
き
な
写
真
を
シ
ー
ル
や
小
物
で

飾
り
、
ア
ル
バ
ム
と
は
違
っ
た
思
い
出

に
残
る
作
品
を
作
り
ま
す
。

日
時

７
月
28
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象

乳
幼
児
の
保
護
者

講
師

新
海
由
里
子
さ
ん

参
加
費

８
０
０
円

定
員

10
名
※
託
児
あ
り

申
込

７
月
７
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

窓
口
で
の
直
接
受
付
（
電
話
受
付
は
不
可
）

子
育
て
経
験
や
持
っ
て
い
る
知
識
を

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
協
力
し
て
く

れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
所

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２

庁
舎
）

活
動
内
容

子
育
て
教
室
の
講
師
、
子

育
て
講
演
会
参
加
者
の
託
児
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
ひ
ろ
ば
敷
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２
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報

敷
島
地
区
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

子
育
て
ひ
ろ
ば

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

（
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

お
楽
し
み
お
や
つ
作
り

子
育
て
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
講
座

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
に
つ
い
て



農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
で
具
体

的
な
事
業
計
画
の
あ
る
人
の
農
振
除
外

（
白
地
）
に
つ
い
て
相
談
・
申
出
書
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
必
ず

し
も
除
外
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

６
月
１
日
〜
７
月
31
日

※
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
誌
６
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
農
林
振
興
課
双
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

こ
の
運
動
は
、
人
命
尊
重
の
基
本
理

念
に
基
づ
き
、
県
民
一
人
ひ
と
り
に
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ

ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、

県
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
り
悲
惨
な
交

通
事
故
の
発
生
を
防
止
し
、「
安
全
・
安

心
に
暮
ら
せ
る
山
梨
」
を
築
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

期
間

７
月
21
日
（
土
）
〜
８
月
20
日

（
月
）
ま
で
の
31
日
間

ス
ロ
ー
ガ
ン

運
転
は
人
に
社
会
に
思

い
や
り

ひ
と
り
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
防
災
安
全
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
６

「
海
の
家
」「
山
の
家
」
の
利
用
料
金

の
一
部
を
助
成
す
る
利
用
券
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

●
海
の
家

相
　
良
（
静
岡
県
牧
之
原
市
）

御
前
崎
（
静
岡
県
御
前
崎
市
）

谷
　
浜
（
新
潟
県
上
越
市
）

●
山
の
家

ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ

（
甲
斐
市
上
芦
沢
）

ビ
ッ
グ
ホ
ー
ン
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

（
甲
斐
市
上
芦
沢
）

尾
白
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
（
北
杜
市
白
州
町
）

篠
沢
･
大
滝
キ
ャ
ン
プ
場

（
北
杜
市
白
州
町
）

利
用
期
間

７
月
１
日
（
日
）
〜
８
月
31
日
（
金
）

利
用
券
申
請
期
限

８
月
24
日
（
金
）
ま

で(
土
・
日
・
祭
日
は
除
く)

申
請
に
必
要
な
も
の

・
甲
斐
市
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

る
も
の
（
免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）

・
海
の
家
（
相
良
お
よ
び
御
前
崎
）
に
宿

泊
の
場
合
は
、
予
約
受
付
書

※
詳
し
く
は
、
広
報
６
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
双

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

竜
王
支
所
地
域
課

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

敷
島
支
所
地
域
課

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
３

動
か
な
く
な
っ
た
り
、
音
が
鳴
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
お
も
ち
ゃ

を
、
専
門
の
先
生
が
治
し
て
く
れ
ま
す
。

あ
き
ら
め
て
捨
て
る
前
に
診
療
し
て
も

ら
い
ま
せ
ん
か
。

診
療
日

毎
月
第
３
木
曜
　
午
後
２
時
〜
５
時

場
所

敷
島
み
な
み
児
童
館

■
問
い
合
わ
せ
は
…
敷
島
み
な
み
児
童
　

館
　

０
５
５
（
２
７
７
）
９
７
２
０

※
ぬ
い
ぐ
る
み
や
電
子
機
器
・
破
損
の

激
し
い
も
の
等
診
療
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
問
い
合

わ
せ
を
。

主
催

市
社
会
福
祉
協
議
会

対
象
者

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

開
催
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
　
　
　

定
員

各
30
名

受
講
料

無
料
（
但
し
、
材
料
費
が
１
、

０
０
０
円
か
か
り
ま
す
）

第
５
回
講
座（
ガ
ラ
ス
工
芸
）

持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
、
軍
手
、
小
皿
（
ガ
　

ラ
ス
か
陶
器
）

○
敷
島
教
室

開
催
日

７
月
９
日
（
月
）

場
　
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
双
葉
教
室

開
催
日

７
月
12
日
（
木
）

場
　
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　

○
竜
王
教
室

開
催
日

７
月
17
日
（
火
）

場
　
所

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
６
回
講
座（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

持
ち
物
…
は
さ
み

○
敷
島
教
室

開
催
日

７
月
23
日
（
月
）

場
　
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
双
葉
教
室

開
催
日

７
月
26
日
（
木
）

場
　
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　

○
竜
王
教
室

開
催
日

７
月
31
日
（
火
）

場
　
所

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
各
教
室
は
同
一
の
内
容
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４
　

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
親
同
士

の
情
報
交
換
や
交
流
な
ど
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

乳
幼
児
と
そ
の
家
族

日
時

７
月
12
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

竜
王
北
部
公
民
館
　
２
階
和
室

内
容

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
親
子
体

操
・
絵
本
の
紹
介
・
助
産
師
の
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
・
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
な
ど

講
師

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
「
げ
ん
き
甲
斐
」

参
加
料

無
料

定
員

40
組
（
完
全
予
約
制
）
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… 敷島第２庁舎

… 双葉公民館

敷
２
双
公

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎

農
振
除
外（
白
地
）相
談
・
申
出
書

受
付

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

保
養
所
利
用
券
を
発
行
し
ま
す

ご
自
宅
で
壊
れ
て
眠
っ
て
い
る

お
も
ち
ゃ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

高
齢
者
向
け
講
座

「
ト
ラ
イ
２
０
０
７
」

親
子
の
遊
び
教
室

「
七
夕
だ
よ
１
・
２
・
３
」



受
付

７
月
６
日
（
金
）
午
前
９
時
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

地
元
女
性
農
業
者
の
指
導
の
も
と
、

お
ざ
ら
・
ほ
う
と
う
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

主
催

市
双
葉
自
立
経
営
農
業
振
興
会

日
時

７
月
14
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

双
葉
農
の
駅
加
工
所

参
加
資
格

甲
斐
市
在
住
・
在
勤
者

定
員

15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
料

無
料

申
込
方
法

７
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
双

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
障

害
者
を
対
象
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

日
時

８
月
４
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ア
ル
プ
ス
コ
ス
モ
ボ
ウ
ル

対
象

甲
斐
市
在
住
で
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の

方
と
そ
の
介
護
者

定
員

60
人

負
担
金

５
０
０
円

そ
の
他

軽
食
を
ご
用
意
し
て
あ
り
ま

す
の
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

申
込

７
月
３
日
（
火
）
〜
　
負
担
金
を

添
え
て
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

申
込
内
容

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

手
帳
の
種
類
、
送
迎
バ
ス
の
利
用

（
有
・
無
）、
レ
ー
ン
の
希
望
（
溝
有
・

溝
無
）、
補
助
装
置
（
有
・
無
）、
靴
サ

イ
ズ

※
大
会
当
日
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
同
時
に
募

集
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

主
催

甲
斐
市
勤
労
者
協
議
会
　

○
日
程

日
時

８
月
23
日
（
木
）

午
前
６
時
30
分
集
合

集
合
場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
駐
車
場

帰
宅
予
定
時
間

午
後
11
時
30
分

参
加
資
格

市
内
在
住
者
・
在
勤
者
お
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東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

ふ
れ
あ
い
福
祉
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

お
ざ
ら
・
ほ
う
と
う
教
室



よ
び
そ
の
家
族
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

○
参
加
申
込

日
時

７
月
28
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午

前
10
時
30
分
（
先
着
順
で
締
切
）

申
込
場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
玄
関
前

募
集
人
数

３
０
０
人

参
加
料（
入
場
料
含
む
）

・
大
人
（
６
、
５
０
０
円
）

・
中
・
高
校
生
（
６
、
０
０
０
円
）

・
４
歳
か
ら
小
学
生
（
５
、
０
０
０
円
）

・
３
歳
以
下
（
２
、
０
０
０
円
）

持
ち
物

印
鑑
・
参
加
料
・
勤
労
者
協

議
会
会
費
（
３
０
０
円
※
加
入
済
の
人

は
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
商
工
観
光
課
双
　
　

０
５
５
１(

２
０)

３
６
５
４

日
程

９
月
23
日
（
日
）
秋
分
の
日

対
象

山
縣
大
弐：

成
人
男
子
１
名
　
　
　

内
容

山
縣
大
弐
の
扮
装
を
し
て
参
道

を
仮
装
行
列
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
は
…
商
工
観
光
課
双

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

夏
休
み
期
間
中
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

甲
斐
市
在
住
の
小
・
中
・
高
生

メ
ニ
ュ
ー

点
字
体
験
、
手
話
体
験
、

お
年
寄
り
と
の
交
流
、
保
育
体
験
、

福
祉
施
設
で
の
体
験
、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ

詳
し
い
日
程
や
内
容
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

主
催

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

日
時

７
月
３
日
（
火
）、
６
日
（
金
）、

10
日
（
火
）、
13
日
（
金
）、
17
日
（
火
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所

竜
王
小
学
校
体
育
館

参
加
資
格

市
内
在
住
者
（
小
学
３
年
生

以
上
）

参
加
料

無
料

申
込
方
法

当
日
会
場
に
て
受
付

■
問
い
合
わ
せ
は
…
体
育
協
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

市
内
の
愛
好
家
・
初
心
者
を
対
象
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
高
度
な
技
術
が
な
く
て
も
楽
し

め
ま
す
。

主
催

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

日
時

７
月
18
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
正

午

※
８
月
、
９
月
に
も
開
催
予
定
あ

り
。

場
所

敷
島
総
合
公
園
多
目
的
運
動
場

参
加
資
格

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料

※
用
具
の
貸
出
あ
り

25

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎

… 双葉公民館

敷
２
双
公

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎

柳
荘
大
弐
学
問
ま
つ
り

山
縣
大
弐
役
募
集

夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室



申
込
方
法

会
場
に
て
当
日
受
付

■
問
い
合
わ
せ
は
…
体
育
協
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

主
催

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

日
程

７
月
22
日
（
日
）、
28
日
（
土
）、

８
月
４
日
（
土
）、
11
日
（
土
）、
19
日

（
日
）（
全
５
回
）

場
所
・
時
間

○
竜
王
会
場

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
　
午
前
６
時
〜
７
時
30
分

○
敷
島
会
場

中
下
条
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
　
午
前
６
時
〜
７
時
30
分

○
双
葉
会
場

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
　
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
校
３
年
生

以
上
か
ら
一
般
ま
で
　

参
加
料

無
料
　
※
用
具
の
貸
出
あ
り

指
導
者

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
指
導

者
（
有
資
格
者
）

募
集
定
員

各
会
場
20
名

申
込
方
法

７
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
に
て
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
体
育
　

協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

市
水
泳
部
の
指
導
の
も
と
、
初
心
者

を
対
象
に
水
泳
の
基
礎
技
術
を
身
に
つ

け
て
安
全
に
泳
げ
る
能
力
を
養
い
ま
す
。

主
催

市
教
育
委
員
会

日
程

７
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）、

23
日
（
月
）、
24
日
（
火
）、
25
日
（
水
）

（
全
５
回
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

場
所

敷
島
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

参
加
費
用

無
料

対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
生
　
※
保

護
者
の
同
伴
可

募
集
定
員

50
名

受
付
開
始

７
月
４
日
（
水
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
受
付

持
ち
物

水
着
・
タ
オ
ル
・
水
泳
キ
ャ

ッ
プ
（
必
ず
着
用
）
・
ゴ
ー
グ
ル
（
必

要
な
方
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

県
内
で
は
珍
し
い
カ
ヌ
ー
専
用
の
プ

ー
ル
で
、
普
段
は
体
験
で
き
な
い
貴
重

な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

主
催

市
教
育
委
員
会

日
程

第
１
グ
ル
ー
プ
８
月
２
日
（
木
）

第
２
グ
ル
ー
プ
８
月
３
日
（
金
）

時
間

午
前
９
時
〜
11
時

場
所

富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
内
カ

ヌ
ー
場
（
南
巨
摩
郡
身
延
町
）

※
バ
ス
に
て
送
迎
が
あ
り
ま
す
。
送
迎

時
間
等
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費
用

無
料

対
象
者

市
内
在
住
小
学
４
年
生
〜
中

学
３
年
生

募
集
定
員

各
グ
ル
ー
プ
20
名

受
付
開
始

７
月
５
日
（
木
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
受
付

持
ち
物

着
替
え
（
下
着
も
含
む
）
・
タ
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そ
の
他
の
情
報

子
ど
も
水
泳
教
室

カ
ヌ
ー
体
験
教
室

初
心
者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

甲
府
地
区
広
域
事
務
組
合

ふ
る
さ
と
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

テ
ー
マ
は
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
地
域
の
自
然
、
風
景
、
伝
統
芸

能
、
祭
り
、
催
し
、
特
産
品（
ぶ
ど
う
、

桃
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
）、
名
所
、
史

跡
、
旧
跡
、
思
い
出
の
場
所
、
ま
た

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
将

来
、
未
来
、
夢

締
　
切

９
月
10
日
（
月
）
必
着

応
募
対
象

甲
府
市
、
甲
斐
市
、
中
央

市
お
よ
び
昭
和
町
在
住
の
小
・
中
学
生

作
品
サ
イ
ズ

・
Ｂ
４
画
用
紙

（
39
×
27
ｃ
ｍ
）

・
作
品
の
裏
面
に

タ
イ
ト
ル
（
テ
ー

マ
に
関
連
し
た
も

の
）
、
住
所
、
氏

名
（
必
ず
カ
ナ
を

ふ
る
）
、
性
別
、

学
校
名
、
学
年
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

・
作
品
は
１
人
１
点
と
し
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
応
募
作
品
は
、

原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
作
品
の
版
権
、
著
作
権
は
甲
府
地

区
広
域
行
政
事
務
組
合
に
帰
属
す
る

も
の
と
し
ま
す
。

各
　
賞
　
・
最
優
秀
賞
（
12
点
）、

優
秀
賞
（
15
点
）、
佳
作
（
30
点
）

各
賞
の
発
表
及
び
表
彰

・
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
は
、
本
人
に

通
知
の
う
え
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰

・
最
優
秀
賞
に
つ
い
て
は
カ
レ
ン
ダ

ー
を
作
成
し
て
関
係
機
関
に
配
布

・
各
賞
入
選
作
品
は
、
各
市
町
へ
巡

回
展
示

・
応
募
者
全
員
に
記
念
品
配
布

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務

局
（
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
ー
23
）

０
５
５
（
２
２
８
）
７
６
４
１

甲
府
市

甲
府
大
好
き
ま
つ
り

日
時

８
月
18
日
（
土
）
午
後
５
時
〜

場
所

舞
鶴
城
公
園
・
中
央
商
店
街

内
容

ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
花
火
、
ま
つ
り
屋

台
な
ど

※
17
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
甲
府
市

歴
史
公
園
で
前
夜
祭
を
開
催

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
大
好
き
ま
つ
り
実
行
委
員
会
　

（
甲
府
市
役
所
観
光
開
発
課
内
）

０
５
５
（
２
３
７
）
５
７
０
２
　
　

中
央
市

与
一
公
ま
つ
り
07'

日
時

９
月
１
日
（
月
）

午
後
３
時
〜
８
時

場
所

中
央
市
豊
富
農
村
広
場

（
中
央
市
役
所
豊
富
庁
舎
と
な
り
）

内
容

盆
踊
り
、
花
火
大
会
、
抽
選

会
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

中
央
市
役
所
商
工
観
光
課

０
５
５
（
２
７
４
）
８
５
８
２



オ
ル
・
サ
ン
ダ
ル
・
水
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

ペ
タ
ン
ク
と
は
鉄
球
を
目
標
球
に
投

げ
得
点
を
競
い
合
う
誰
で
も
楽
し
め
る

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

主
催

市
ペ
タ
ン
ク
協
会

日
時

７
月
24
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
正
午

※
雨
天
時
は
翌
日
25
日
（
水
）
に
延
期
。

８
月
に
も
開
催
予
定
あ
り
。

場
所

響
ヶ
丘
中
央
公
園

対
象
者

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
体
育
　

協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

９
月
に
開
催
さ
れ
る
山
梨
県
体
育
祭

り
甲
斐
市
代
表
を
か
け
た
大
会
で
す
。

主
催

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

日
時

７
月
22
日
（
土
）
８
時
30
分
ま
で

に
受
付

場
所

敷
島
総
合
公
園
多
目
的
運
動
場

参
加
資
格

市
内
在
住
者（
中
学
生
以
上
）

参
加
料

無
料
　
※
用
具
の
貸
出
あ
り

申
込
方
法

７
月
11
日
（
水
）
ま
で
に
電

話
に
て
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
体
育
　

協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
建
物
の
賃
貸

借
、
交
通
事
故
、
損
害
賠
償
、
サ
ラ
金

等
の
消
費
者
問
題
な
ど
を
受
け
付
け
ま

す
。
手
元
に
あ
る
関
係
資
料
を
持
参
し
、

相
談
内
容
を
ま
と
め
て
相
談
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

７
月
13
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

10
人
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
30
分
と
な
り
ま
す
）

担
当

山
梨
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

申
込
受
付

７
月
10
日
（
火
）
午
後
５
時

40
分
〜
５
時
55
分
ま
で
電
話
受
付
（
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
相
談
日
前

日
ま
で
の
業
務
時
間
内
で
受
付
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

無
料
法
律
相
談
は
次
の
会
場
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
電
話
に
よ
る

予
約
制
で
す
。

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー（
甲
府
市
丸
の
内

１
ー
８
ー
５
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
）

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
６
６

・
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法
律
事

務
所（
甲
府
市
酒
折
２
ー
４
ー
５
）

０
５
５
（
２
２
４
）
１
９
４
０

・
法
テ
ラ
ス（
資
力
の
乏
し
い
方
に
限
ら

れ
ま
す
）（
甲
府
市
中
央
１
ー
12
ー
37

イ
リ
ッ
ク
ス
ビ
ル
１
階
）

０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
１
１

第
１
次
試
験
日
　
８
月
11
日
（
土
）

試
験
会
場

山
梨
英
和
大
学

試
験
申
込
受
付
期
間

７
月
11
日
（
水
）
〜
７
月
20
日
（
金
）
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そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎

… 双葉公民館

敷
２
双
公

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎

●ふれあい映画会「ナイト・ミュージアム」
夜の博物館で巻き起こる秘密と謎とスリルがいっぱ

いのファンタジー・アドベンチャー。
日時 ７月16日（月）

午後１時30分開場　
午後２時上映開始

入場料 親子券（大人１　
名＋小人１名）
1,000円
大人券（高校生　
以上）700円
小人券（中学生　
以下）500円

全席自由 保護者のひざ　
の上で鑑賞する乳幼児　
は無料。
※チケットはふれあい文化館事務室の他、市内各公民
館、敷島総合文化会館、百楽泉、JR塩崎駅ジェイシ
ョップ塩崎店、沢田屋双葉店、クリーニング志村竜
王店で発売中。

●平成19年度子どもの映画鑑賞普及事業「フラガール」
北国を常夏の楽園へ。40年の時を越え語られる奇跡
の実話。愛と勇気のエンターテイメントショー。
日時 ８月19日（日）

午後１時30分開場　午後２時上映開始
入場料無料（要整理券）

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール
事務室　 0551（20）3660
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韮崎警察署協議会の紹介
４月１日に山梨県公安委員

会から委嘱された10名の委員
を紹介します。
警察署協議会とは…
警察法の一部改正により、

住民の意見要望を警察行政に
反映させるため、住民の代表
者が警察署長に意見を述べる
機関として各警察署ごとに設
置されたもので、年に４回の
定例会を開催しています。

警察官採用のお知らせ
平成19年度山梨県警察官採用試験を実施します。
◆警察官Ａ（平成20年４月採用　第２回）
採用予定人員 男性20名程度　男性武道指導２名程度　

女性２名程度
◆警察官Ｂ（平成20年４月採用　第１回）
採用予定人員 男性30名程度　女性２名程度
受付期間 ７月25日（水）～８月24日（金）

電子申請は８月17日（金）まで
第１次試験日 ９月16日（日）
◆試験に関する問い合わせ・採用試験案内請求先
山梨県警察本部警務課人事担当
055（235）2121（代表）
0120（314）874（採用専用フリーダイヤル）

韮崎警察署 0551（22）0110または竜王交番・市内の駐在所へ
県警察ホームページ　http：/www.pref.yamanashi.jp/police

※詳しくは韮崎警察署ホームページを参照してください。
韮崎警察署ホームページ　http：//www.nirasaki.-ps.jp/
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家庭等において伐採されたせん
定枝を粉砕処理します。
せん定枝の長さは２ｍ以下、直

径10cm以下のものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とし

ます。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程 ７月のお休みは次の日です。
毎週金曜日、祝日（16日）
◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入口）
日程 ７月のお休みは次の日です。
毎週月・水・木・土曜日
受入時間 午前９時～正午、午後１時～４時
対象とならない枝
※葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の

付いた物、および草・竹等は受入しませんので注
意してください。
※営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限

り無料で差し上げています。
せん定枝受け入れ時間中であればいつでも取り

に来ていただいて結構です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参し

て、係員の指示に従ってください。

カセットボンベ・スプレー缶は中身を使い切り、
穴をあけてください。
ごみ収集作業中、ゴミ処理施設でカセットボン

ベやスプレー缶が原因と見られる火災、爆発事故
が多発しています。
中身の入ったままのカセットボンベやスプレー

缶をそのままゴミとして出されますと、パッカー
車（ゴミを圧縮して積み込む収集車）への積み込
み作業中や、ゴミを粉砕するゴミ処理施設内で火
災、爆発することがあります。

特にカセットコンロが各家庭に定
着している現在、火災、爆発事故
が後を絶ちません。
火災、爆発事故は収集車、処理

施設が壊れるばかりか、人身事故
など大きな事故につながる恐れがあ

ります。
ゴミ処理施設修理には多額の費用がかかる

ほか、修理中にはごみ収集が出来なくなり、みな
さんの生活に支障が生じます。カセットボンベ、
スプレー缶は必ず中身を使い切り、2か所以上缶
に穴をあけて各地区のゴミの出し方の手引きに従
い出しましょう。

～あき地の管理は大丈夫ですか～

あき地は、土地の所有者（管理者）の責任で管
理していただいておりますが、あき地の雑草に関
する苦情が非常に多く市に寄せられております。
市では、雑草に関する苦情を受けた場合、職員

による現場の確認を行い、土地所有者に除草通知
を送付するなどして指導を行っています。
あき地の雑草をそのまま放置しておきますと害

虫の発生源となり、また、不衛生であるばかりか、
ごみを捨てられたり、様々な問題を引き起こす原
因となる恐れがあります。
あき地の所有者（管理者）は、常にあき地の適

正な管理に心掛けていただき、清潔で快適な街づ
くりにご協力をお願いします。

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

せん定枝粉砕処理

あき地を所有する皆さんへ

カセットボンベの出し方



● 乳幼児予防接種について

●三種混合予防接種の接種もれに注意しましょう
確実な免疫をつくるためには、第１期初回接種を確実に行い、基礎免疫をしっかりつけておくことが大切です。
＜接種時期と間隔＞
第１期初回接種：生後３か月～７歳６か月未満までに３～８週間の間隔で３回接種

※８週間の間隔を過ぎた場合は、任意接種（自己負担での接種）になりますので注意しましょう。
第１期追加接種：初回接種の３回目終了後、１年～１年半後に１回接種

●第２期二種混合予防接種について
第２期二種混合予防接種は、乳幼児期に第１期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第２期として二種
混合予防接種を行なうことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了していない場合は、今回
の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、下記までご相談ください。
対 象 小学６年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行なっていない人についても接種可能です）
持ち物 母子健康手帳、保険証
接種医療機関 甲斐市内指定医療機関
接種方法１週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口に設置されています。

なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

●予防接種指定医療機関
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■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

対象者 甲斐市に住所のある妊娠中の人
変更内容 従来２回の助成（受診票）から最大５回

に拡大
助成限度額6,000円（１回当たり）

開始時期 ７月１日以降の健診から該当
助成方法
①７月以降に妊娠届を出す人

⇒届出時に直接交付（受診票５枚以内）
②６月末までに妊娠届を出した人

⇒追加分の受診票を郵送（手続き不要）
出産予定時期により１～３枚を７月の第１週ま
でに届くように郵送します。
③転入して甲斐市に妊娠届を出していない人

⇒改めて届出が必要
早めに健康増進課まで届出をしてください。

使用できる医療機関 県内の病院、医院
※現在妊娠中で②に該当し、７月６日（金）までに
追加分の受診票が届かない人は、お問い合わせ
ください。

妊 婦 健 康 診 査 の 助 成 が
大 幅 に 拡 大 さ れ ま す

妊 婦 健 康 診 査 の 助 成 が
大 幅 に 拡 大 さ れ ま す



●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情報交換ができる教室です。
受　付 午後１時15分～１時30分（教室　午後１時30分～４時頃）
持参するもの 母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は、麦茶等。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササ

イズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイ
プアップへとつながります。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。
申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持参するもの 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参して

ください。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行なっています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。

●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳児健診のみ）、歯ブラシ（11か月、

1.6歳、２歳、３歳　※普段使用しているもの）
◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午後３時30分～４時30分）：７月10日（火）双葉保健福祉センター

：７月12日（木）竜王保健福祉センター
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●総合健診について
市では、総合健診を９月まで実施します。
健診実施前に「健診受診調査及び総合健診申込書」を各世帯に送付しました。転入等により、届いて

いない人はお問い合わせください。
双 葉 地 区：４月発送済み
竜王地区①：（下記以外）：６月発送済み
竜王地区②：（上八幡、中八幡、下八幡１～３区、玉川東、玉川西、八幡新田１～２区、月林、冷間、

玉川団地１～２区）：７月上旬発送予定
敷 島 地 区：８月上旬発送予定
すでに発送済みの地区で届いていない人はお問い合わせください。

※子宮がん検診についても「健診受診調査及び総合健診申込書」にて申し込みを受け付け、受診券は後日
送付します。

●総合健診結果説明会
健診は受けただけでは意味がありません。

生活習慣を改善することが一番大切です。
生活習慣を見直し、改善に努め、より健

康な生活が送れるよう役立てていただくた
めに結果説明会を行います。
受付時間 ①午前９時30分～10時

②午後１時30分～２時
③午後３時～３時30分

対　象 総合健診を受けた人
持参するもの
｢総合健診結果説明会について｣の用紙

※日程変更希望の人は、ご連絡ください。
ただし、変更する日は指定された日以降
になります。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735

●人間ドック受診申し込み
申込期間 ７月２日（月）～９日（月）
対象者 40歳以上の人。社会保険本人は対象外。
申込場所 健康増進課、竜王支所地域課、双葉支所地域課
申込方法 委託医療機関から希望する医療機関を選び、健康保険証と印鑑を持参して申請してください。

その場で受診券を発行します。（総合健診申込書とは別に申請が必要）受診券発行後、ご本人
から医療機関へ予約をしていただきます。

受診期間 平成19年12月31日まで
料　金 ○市では、検査項目により次のとおり金額を補助します。

基本健診のみを受けた場合、30,000円
基本健診に加え前立腺がん検査を受けた場合、31,000円
基本健診に加え子宮がん検査、または乳がん検査（マンモグラフィー検査）どちらか受けた場
合、32,000円
基本健診に加え子宮がん検査と乳がん検査（マンモグラフィー検査）両方受けた場合、33,000円
○自己負担金は医療機関によって異なりますが、6,000円～8,000円位です。（オプションは除く）

委託医療機関 社会保険山梨病院健康管理センター、甲府共立病院総合健診センター、甲府市医師会健康
管理センター、山梨県厚生農業協同組合連合会健康管理センター、中沢クリニック、竜王リハビリテー
ション病院、竜王共立診療所、赤坂台病院、石和温泉病院クアハウス石和、※甲府城南病院、※医療法
人康麗会笛吹中央病院（※の医療機関は今年度から加わりました。）
※申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受付しますが、予約状況により希望する医療機関でうけら
れないこともありますので、早めに申請・予約することをおすすめします。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651
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●関節痛予防教室
対象者 50歳～65歳で腰痛や膝痛など関節に痛みがあり、運動習慣を身につけ痛

みを軽減したい人
内　容 水中ウォーキング・軽運動（3B体操）
日　時 ８月～10月（８月～９月は午前９時30分～、10月は午後１時30分～）

※毎週月曜日　都合により月曜日以外の日もあります。
※日程により時間が変更になる場合があります。

場　所 敷島保健福祉センター 受講料 施設料（１回100円）
持ち物 水中ウォーキングでは水着・キャップ・タオル類。軽運動ではタオル、運動靴、運動の出来る服装
定　員 18人で先着順。（今まで水中ウォーキングに参加したことのない人を優先）
申込期間 ７月23日（月）～27日（金）
申込方法 窓口に直接申し込み。電話不可。 ※状況により医師の意見書が必要になる場合があります。
■申し込み・問い合わせは… 健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735

竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●個別運動指導の実施について
①運動プログラム作成
日常生活での健康づくりに役立つ、効果的な運動をおこなうための、健康運動指導士による運動プログラ

ム作成および実践指導を行います。運動器具等を使っての安全で適切な指導をします。
日　時 ７月27日（金） 午後１時30分～４時30分 場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料（ただし施設利用料１回100円必要） 持ち物 運動靴／運動のできる服装
※予約制となりますので、希望日をご連絡下さい。
②水中ウォーキング
集団で行なう水中ウォーキング教室を、受講できない次の人を対象に、個別運動指導を行います。

場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対象者 市内在住者で次の人　・病院などに通っていて、運動を勧められるが長時間運動できない人

・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受けるのが困難な人
※安全のため、かかりつけ医師の診断書（費用の補助はありません）が必要な場合もあります。聞き取りの
上、予約制になります。
■申し込み・問い合わせは…　敷島保健福祉センターに直接（月曜日休館） 055（277）7311

＜脳のいきいき教室＞

＜介護予防教室＞
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